
大阪府 消費者教育の取組に関する身に付ける能力の考え方イメージマップ（案）

大学・専門学校、若者 成人一般 特に高齢者

様々な気づきの体験を通じて、
家族や身の回りの物事に関心
を持ち、それを取り入れる時期

主体的な行動、社会や
環境への興味を通して、
消費者としての素地の
形成が望まれる時期

行動の範囲が広がり、
権利と責任を理解し、
トラブル解決方法の理解
が望まれる時期

生涯を見通した生活の管理
や計画の重要性、社会的
責任を理解し、主体的な
判断が望まれる時期

生活において自立を進め、
消費生活のスタイルや価値
観を確立し、自らの行動を

始める時期

精神的、経済的に自立し、
消費者市民社会の構築に
様々な人々と協働し取組む

時期

周囲の支援を受けつつも人生で
の豊富な経験や知識を、消費者
市民社会構築に生かす時期

商
品
の
安
全

安全の理解・危険の回避

ルールや約束、契約の
理解・選択

生活の設計・管理

情
報
と
メ
デ
ィ
ア

メディアリテラシー

消費が持つ影響力の理解

持続可能な消費の実践

消費者の参画・協働

・安全、危険に気づこう

・親や先生の言うことをよく聞
 こう

 【家庭】 【幼稚園・保育園】

・物の安全な使い方を知
 ろう

・お小遣いはよく考えて
 計画的に使おう

・情報の目的や選択の
 大切さを知ろう

【家庭】【小学校】

・物を安全に使おう

・トラブル発生時の対応
 を知ろう

・契約の仕組みを理解
 しよう

・計画的な買い物や貯金
を実践しよう

・情報モラルを認識し、
 情報を取捨選択する力
 を身に付けよう

【家庭】 【中学校】

・物に関心、物を大切にする
  気持ちを持とう

・協力することの大切さを理解
 しよう

 【家庭】
 【幼稚園・保育園】

・身近な消費者問題に関心
 を持ち、物の使い方など
 を工夫しよう

【家庭】  【小学校】
【地域】

・消費者問題や社会課
 題の認識と 取組の
 重要性を理解しよう

 【家庭】 【中学校】
 【地域】

消
費
者
向
け

自
立
し
た
消
費
者
の
育
成

生
活
の
管
理
と
契
約

 
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

成人期

・持続可能な社会を常に意識
 した消費行動を実践しよう

・消費者市民社会の一員
 として、参画・協働を実践し
 よう

・他者へ消費者市民社会の
 考え方を拡げていこう

  【地域】  【職域】

・持続可能な社会を目指し、
 環境や社会への影響に
 配慮した消費行動に取り
 組もう

・消費者市民社会の実現を
 目指して、様々な活動に
 取り組もう

 【地域】 【職域】
 【大学・専門学校】

・消費者の権利と責任を
 理解しよう

・生産・流通・消費・廃棄と
 いった一連の消費行動
 が、 環境や社会に与える
 影響を理解しよう

・参画・協働の意義を理解
 しよう

 【家庭】 【高校】【地域】

・持続可能な社会実現の
 重要性、取組を次世代に
 伝えよう

・様々な協働を実践し、伝承
 していこう

 【家庭】  【地域】

高校生期

・支えあいながらトラブル解決の
 法律制度、相談機関を利用
 しよう

・支えあいながら、身近な支援者
 への相談等、 契約に当たって
 より慎重な対応をしよう

・支えあいながら、情報により
 注意して選択、安全な対応を
 心がけよう

 

【家庭】【地域】

・安全で危険の少ない
 生活を目指そう

・契約制度、金融制度、
 経済の仕組みを知ろう
 （社会の構造を知る）

・生涯を見通した生活設計
 を考えよう

・情報社会の特質やその
 社会への影響について
 考えるとともに、その
 モラル、セキュリティー
 について考えよう

 【家庭】 【高校】

・危険の少ない消費生活を
 実践しよう

 

・社会の変化等に対応しつつ
 生涯を見通した計画的な
 生活を実践して いこう
 

・ 情報社会のルールやモラル
 が守られる社会をつくろう

 

  【地域】  【職域】

・トラブル解決に関する
 法律制度、相談機関を
 利用しよう
 

・契約の内容を理解した上
 で、契約等を行おう

・生涯を見通した計画的な
 生活を実践しよう

・情報社会のルールやモラル
 を守ろう

【大学・専門学校】
【地域】  【職域】

        幼児期 小学生期 中学生期

資料６－２


